
今月の
　記念日

さばの難波煮

岸和田市職労　学校支部　給食分会

協力：現業評議会・給食部会

材料（４人分）

■ 冷凍さば60ｇ×４切れ、青ネギ28ｇ、調味料（濃口しょうゆ32ｇ、砂糖
24ｇ、みりん12ｇ、料理酒４ｇ）、水80ｇ

※ さばは冷凍でなく生さばでも大丈夫です。青ネギがさばの臭みを取り、
おいしくいただけます。

①青ネギは２cmの長さに切る。
②水と調味料を合わせて煮る。
③さばを加えて煮る。
④青ネギを加えて煮る。

作り方

「金の糸」「金の糸」
日本三不動の一つ

「目の神様」として信仰集める

110

地
元
で
は「
お
不
動
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
て

　

近
鉄
長
野
線
滝
谷
不
動
駅
か
ら
東
に
見

え
る
山
の
中
に
伽が

藍ら
ん

を
構
え
る
瀧
谷
不
動

尊
は
、
正
式
に
は
滝
谷
不
動
明
王
寺
と
い

い
、
本
尊
の
不
動
明
王
像
な
ら
び
に
矜こ
ん

羯が

羅ら

・
制せ

い

多た

迦か

両
童
子
像
の
三
体
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、「
日
本
三
不
動

の
一
」
に
も
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
知
名
度

を
誇
る
寺
院
で
す
。
地
元
で
は
古
く
か
ら

親
し
み
を
込
め
て
「
お
不
動
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

８
２
１
年
（
弘
仁
12
年
）、
市
域
南
東

部
の
嶽だ
け

山や
ま

中
腹
に
空
海
（
弘
法
大
師
）
に

よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
二
度
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
１

４
６
３
年
（
寛
正
４
年
）
の
畠
山
政
長
と

畠
山
義
就
の
間
に
起
き
た
「
嶽
山
城
の
戦

い
」
で
焼
失
し
、
現
在
の
場
所
に
遷う
つ

し
て

再
建
さ
れ
ま
し
た
。

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う
毎
月
の
縁
日

　

「
目
の
神
様
」「
芽
の
出
る
お
不
動
さ

ま
」
あ
る
い
は
「
ど
じ
ょ
う
不
動
さ
ま
」

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
、
眼
病
平
癒
の

ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂

で
は
毎
日
欠
か
さ
ず
お
護ご

摩ま

祈き

祷と
う

が
つ
と

め
ら
れ
る
ほ
か
、
毎
月
28
日
に
は
不
動
明

王
の
縁
日
と
し
て
、
特
に
５
月
28
日
の
春

季
大
祭
で
は
境
内
で
柴さ
い

燈と
う

大だ
い

護ご

摩ま

供く

が
執

り
行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

瀧谷不動尊

富田林市

おおさか自治体の仲間　2023年２月15日　第390号 ４５ 2023年２月15日　第390号　おおさか自治体の仲間

　年末の紅白歌合戦で桑田佳祐さんが佐野元春さん、世良公則さん、 Charさん、野口五
郎さんとともに歌った「時代おくれのRock'n'Roll Band」。「時代おくれ」と言われて
も、いつまでも守らなければならないのが「平和」だという思いが胸に突き刺さる。「徹
子の部屋」では、2023年がどんな年になるか問われたタモリさんが「新しい戦前になるの
では」と答えた。まもなくウクライナ侵略から１年。防衛費増大などとんでもない。

　1958年（昭和33年）のこの日、テレビ映画第１号として「月光仮面」の放送がはじまりました。子どもたちの
絶大な人気を得て、平均視聴率40％を記録。「生身の人間なのか超人なのか微妙」な月光仮面は、日本のヒーロ
ーのさきがけです。月光仮面をまねて、風呂敷をマントにして高い所から飛び降りてケガをする子どもが続出し
たという、都市伝説のような話も残っています。基本的には「勧善懲悪」の世界観が、ヒーローものの醍醐味で
す。いつの時代でも、「悪人によって危機に陥った人々の前に颯爽と現れる正義の味方」は求められるスターな
のでしょう。

この頃「平和」という文字が
朧げに霞んで見えるんだ
意味さえ虚ろに響く

２月24日
月光仮面登場の日

桑田　佳祐
（ミュージシャン 1956年～　）

瀧
谷
不
動
尊
の
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
、
毎
年
５
月
28
日

に
開
催
さ
れ
る
柴
燈
大
護
摩
供
春
季
大
祭
で
、
大
峰
山

の
修
験
者
ら
の
手
に
よ
り
護
摩
木
が
焚
か
れ
る
と
こ
ろ

　

舞
台
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
旧
グ
ル
ジ
ア
）
で

す
。
黒
海
の
東
岸
に
面
し
、
ロ
シ
ア
と
国
境

を
接
す
る
国
で
、
民
族
性
豊
か
な
作
品
を
数

多
く
生
み
だ
し
た
映
画
大
国
で
も
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
内
の
共
和
国

の
一
つ
で
し
た
が
、
１
９
９
１
年
に
独
立
し

ま
し
た
。

　

首
都
ト
ビ
リ
シ
に
あ
る
古
い
ア
パ
ー
ト
で

娘
家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
、
小
説
家
の
エ
レ

ネ
が
主
人
公
で
す
。
彼
女
の
79
歳
の
誕
生
日

に
、
数
十
年
ぶ
り
に
昔
の
恋
人
ア
ル
チ
ル
か

ら
お
祝
い
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

二
人
は
若
い
日
を
懐
か
し
み
、
親
し
く
語
り

合
い
ま
す
。
同
じ
日
、
娘
は
、
認
知
症
の
症

状
が
出
始
め
た
義
理
の
母
ミ
ラ
ン
ダ
を
こ
の

家
に
引
き
取
る
こ
と
に
し
た
、
と
告
げ
ま
し

た
。
ソ
連
時
代
に
政
府
高
官
だ
っ
た
ミ
ラ
ン

ダ
は
、
昔
と
変
わ
ら
ず
言
動
・
態
度
が
尊
大

で
、
彼
女
に
自
分
の
小
説
を
発
禁
処
分
に
さ

れ
た
エ
レ
ナ
は
心
穏
や
か
で
は
お
ら
れ
ず
、

日
常
が
様
変
わ
り
し
ま
す
。
ア
ル
チ
ル
か
ら

は
そ
の
後
も
頻
繁
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
徐
々
に
、
ソ
連
時
代
の
記
憶
が
浮
か
び

上
が
り
、
３
人
の
過
去
の
関
係
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
ミ
ラ
ン
ダ

が
行
方
不
明
に
…
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
伝
説
的
な
女
性
監
督
ラ
ナ

・
ゴ
ゴ
ベ
リ
ゼ
が
91
歳
に
し
て
撮
っ
た
作
品

で
す
。
こ
れ
に
は
、「
父
は
ス
タ
ー
リ
ン
の

粛
清
で
処
刑
さ
れ
、
映
画
監
督
だ
っ
た
母
も

シ
ベ
リ
ア
流
刑
」
と
い
う
監
督
自
身
の
辛
い

過
去
が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル

「
金
の
糸
」
は
、
壊
れ
た
器
を
金
を
使
っ
て

修
復
す
る
日
本
の
伝
統
技
術
〝
金き

ん

継つ

ぎ
〞
の

こ
と
。
監
督
は
、
過
去
の
記
憶
と
和
解
し
新

た
な
関
係
、
新
た
な
未
来
を
築
き
た
い
と
い

う
思
い
を
作
品
に
込
め
ま
し
た
。
昨
年
４
月

に
公
開
。

日
本
の〝
金
継
ぎ
〞に
着
想
を
得
て

描
い
た
過
去
と
の
和
解
の
物
語

山門をくぐった先にある境内と本堂。府道森屋狭山
線をはさんで南北に広大な伽藍を構えている


